
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第
二
号

平
成
十
八
年
三
月

五
四

吉
蔵

『仁
王
経
疏
』
に

つ
い
て

―
釈

二
諦
品

・
「三
種
仏
性
説
」
を
中
心

に
―

小

菅

陽

子

は

じ
め
に

吉
蔵
の
代
表
的
仏
性
説
と
し
て
は

「五
種
仏
性
」
説
が
知
ら
れ
る
が
、

初
期
著
作

『仁
王
般
若
経
疏
』
(以
下

『仁
王
経
疏
』
と
略
す
)
に
は
現

常

・
当
常

・
了
因
の
三
種
仏
性
説
が
説
か
れ
、
こ
の
名
書
に
よ
る
仏
性

説
は
吉
蔵

の
他
の
著
書
に
は
現
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
こ
の
問
題
に
言
及

し
た
研
究

も
管
見
の
及
ぶ
限
り
見
当
た
ら
な

い
。
以
下
に
こ
の
吉
蔵

『仁
王
経
疏
』
「三
種
仏
性
説
」
の
源
泉
等

の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
、
吉
蔵

『仁

王
経
疏
』

に
お
け
る

「三
種
仏
性
説
」

『仁
王
経
』
二
諦
品
を
釈
し
て
吉
蔵

『仁
王
経
疏
』
は
以
下

の
如
く

述
べ
る
。

明
三
種
佛
性
。
初
現
常
佛
性
、
二
當
常
佛
性
、
三
了
因
佛
性
。
…

初
現
常
、

文
言
、

「如
如
文
字
修
、
諸
佛
智
母
。

一
切
衆
生
性
、
根
本
智
母
即
為
薩
婆

若
體
」
者
。
以
前
聞
十
二
部
経
如
故
、
知
文
字
即
是
如
。
如
即
是
波
若
、
波

若
為
佛
母
、
故
云
智
母
。
言

一

切
衆
生
性
、
根
本
智
母
」
者
、
知
衆
生
性

不
可
得

即
如
。
故

云
、
「即
為
薩
婆
若
體

」
、
達
解

衆
生
與
薩
婆
若
不

一
不

二
。

何

當
何

現
、
破

當
故
説

現
耳
。

「諸

佛
未

成
佛

」

下
、
第

二
明
當

果
佛
性
。

何

以
得

知
。
文

云
、

「諸
佛
未
成
佛
、
當
佛
以
為
智

母
、
未
得
為
性
」
。
故
知
、

當
有
非

現
有
。

…

「已
得
」
下
第
三
明
了
因
佛
性

、
明
三
乗
波
若
了
出

「不

生
不
滅

」、
以
得

波
若
正
観
體

、
知
生
者

「不
生
」
、
滅
者

「不
滅
」
、
故
云
、
「自

性
常
住

」。

(同

3
お
-
b
)

右

に

よ
れ

ぼ

「現

常

」

仏

性

と

は
現

実

態

と

し

て

の
薩

婆

若

、

「当

常

」

仏

性

と

は
衆

生

に
あ

る

と

き

の
仏

性

す

な

わ

ち
可

能

態

と

し

て

の

仏

性

の
相

、

「了

因

」
仏

性

と

は

仏

性

を

開

発

す

る
智

慧

を
指

す

も

の

と

考

え

ら

れ

る
。

二

、

用

語

の
源

泉

①

『
涅
槃
経

』
師

子
吼

菩

薩

品

三
仏

性

の
う

ち

「了

因

」

の
源

泉

と

し

て
ま

ず

挙

げ

る

べ
き

は

、
仏

性

の
因

に

つ
い
て
述

べ
た

南

本

『
涅
槃
経

』

師

子

吼

菩

薩

品

の
以
下

の

記

述

で
あ

ろ
う

。
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因
有

二
種
。

一
者
生
因
、

二
者

了
因
。
能
生
法

者
是
名
生

因
。
燈
能

了
物
故

名
了
因
。
煩
惱

諸
結
是
名

生
因
。
衆
生
父

母
是
名

了
因
。
如
穀
子
等

是
名
生

因
。

地
水
糞
等
是
名
了
因
。

(
T
1
2
.
7
7
4
c

)

衆
生
佛
性
亦

二
種
因
。

一
者
正
因
、

二
者
縁

因
。
正
因
者
謂
諸
衆
生
、
縁
因

者
謂

六
波
羅
蜜

(
T
1
2
.
7
7
5
b
)

こ
れ

ら

「生

因

」
・
「
了

因

」
、

「生

因

」
・
「縁

因

」

と

い
う

二

種

の
範

疇

は
内

容

的

に
大

差

な

く

、

「了

因

」

と

「縁

因

」

は

ほ
ぼ

一
致

す

る

も

の
と

考

え

ら

れ

る
。

即

ち
吉

蔵

の
三
種

仏

性

説

の
記

述

に

お

い

て

「
了

因

」

は
智

慧

と

さ
れ

て

い
る

が
、

『
涅
槃
経

』

に

お
け

る
記
述

に
即

せ
ぼ

智

慧

・
修
行

の
ど

ち

ら
と

も

取

り

う

る
。

②

真

諦

訳

『仏

性

論

』

真

諦

訳

『
仏

性

論

』

に
、
如

来

蔵

を

所

摂

蔵

・
隠

覆

蔵

・
能

摂

蔵

の

三
種

に
解

釈

す

る
部

分

が
あ

る

が

、

第

一
の
所

摂

蔵

を

述

べ
た
段

に
次

の
よ

う

な
記

述

が

見

ら
れ

る
。

言
來
者
、
約
從
自
性
來
、
來
至
至
得
。
是
名
如
來

。
故
如
來
性
、
雖
因
名
鷹
得
、

果
名
至
得
、
其
體

不

二
。
但
由
清
濁
有
異
。
在

因
時
為
違

二
空
故
、
起
無
明
、

而
為
煩
惱

所
雑
故
名
染
濁
、
雖
未
即
顯
、
必
當
可

現
故
名
慮
得
。
若
至
果
時
、

與
二
空
合
、
無
復
惑

累
、
煩
惱

不

染
、
説
名

為
清
、

果
已
顯
現
故

名
至
得
。

(
T
3
1
.
7
9
5
c
-
7
9
6
a

下
線
筆
者
)

『
仏
性

論

』

に
お
け

る
三
種

仏

性

説

に

つ
い

て
は
後

述

す

る

が
、

こ
こ

で

「至

得

(性
)
」

[
仏
果
が
顕

現
し
た
状
態

」
の
未

開

発

の
状

態

が

「
必

當

可

現

」

と
記

述

さ

れ

て

い
る

こ
と

に
注

書

し

た

い
。

ま
た
、
つ
づ
く
第
二
の
隠
覆
蔵
を
述
べ
た
部
分
、

言
如
來
者
、
有
二
義
。
一
者
現
如
不
顛
倒
義
。
由
妄
想
故
名
為
顛
倒
、
不
妄

想
故
名
之
為
如
。
二
者
現
常
住
義
。
此
如
性
、
從
住
自
性
性
來
至
至
得
、
如

體
不
變
異
故
是
常
義
。
(月3
L
謬
2
a、
下
線
筆
者
)

と
、
如
来
の
属
性
を

「現
常
住

(義
と

と
す
る
。
ま
た
、
文
中

の

「如
」

「常
」
は
、
前
の
所
摂
蔵

の
段
の
引
用
文
で
言
え
ぼ

「果
」
に
当
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
言
葉

の
用
い
ら
れ
か
た
は

一
で
挙
げ
た
吉
蔵

『仁
王
経
疏
』
に
お
け
る
記
述
と
類
似
す
る
。
以
上
か
ら
、
『仏
性
論
』

の
こ
の
辺
り
の
記
述
を
合
揉
し
、
例
え
ぼ

「当
可
現

〔常
住
〕
」
・
「現
常

住
」
を
下
敷
き
と
し
て
吉
蔵
が

「当
常
」
・
「現
常
」
の
語
を
用

い
た
可

能
性
を
想
定
し
う
る
。
ま
た

「了
因
」
の
語
も

『仏
性
論
』
に
見
ら
れ

る

(
T
3
1
.
7
9
8
a
)

。
こ
の
真
諦
訳

『仏
性
論
』
は
、
『宝
性
論
』
に
依
拠
し

つ
つ
真
諦

の
解
釈
が
か
な
り
入
り
込
ん
だ
著
作

で
あ
る
と
い
う
の
が
現

在

の
と
こ
ろ
の
定
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
吉
蔵
疏
に
お
け
る
三
種
仏

性

の
名
目
は
、

一
応
す
べ
て
真
諦
訳

『仏
性
論
』
に
原
型
が
用
意
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

三
、

三
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
源
泉

①
真
諦
撰

・
金
光
明
経
疏
に
お
け
る
三
種
仏
性
説

吉
蔵

『金
光
明
経
疏
』
は
、
天
台

『金
光
明
経
玄
義
』
等
と
比
較
す

る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
示
せ
ず
に
真
諦
撰

・
金
光
明
経
疏

(逸
書
)

の
解
釈
を
引
く
部
分
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ

の
吉
蔵

『金
光
明
経
疏
』

吉
蔵

『
仁
王
経
疏
』

に

つ
い
て

(小

菅

)

五
五
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吉
蔵

『
仁
王
経
疏
』

に

つ
い
て

(小

菅
)

五
六

に
お
い
て

『仁
王
経
疏
』
と
は
名
目
の
異
な
る
三
仏
性
説
が
説
か
れ
る

が
、
天
台

『金
光
明
経
玄
義
』

(
T
3
9
.
2

a)
と
比
較
対
照
す
る
と
明
ら
か

に
真
諦
説

の
引
用
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
三
、
表
三
種
佛
性
者
、
金
體
本
有
、
如
道
前
正
因
、
光
用
始
有
、
如
道
内

了
因
、
明
是
無
闇
、
如
道
後
至
果
。
(
T
3
9
.
1
6

0b)

こ
の
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
吉
蔵

『仁
王
経
疏
』
の
三
種
仏
性
説
と
比
較

す
る
と
、
内
容
的

に

「正
因
」
が

「当
常
」、
「了
因
」
は
そ
の
ま
ま

「了
因
」、

「至
果

(縁
因
)」
が

「現
常
」
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。

②
真
諦
訳

『摂
大
乗
論
釈
』
「乗
の
三
義
」
並
び
に

『仏
性
論
』
三
種

仏
性
説

真
諦

訳

『摂
大
乗
論
釈
』
が
吉
蔵
の
経
疏
に
お
い
て
最
も
頻
繁
に
引

用
さ
れ
る
部
分
は
、
「乗
」
の
体
を
①
因

(性
)
②
縁

(随
)
③
果

(得
)

の
三
義

に
お
い
て
論
じ
る
説
で
あ
る
。
こ
れ
は

『摂
大
乗
論
釈
』
巻
十

五
の
記
述

(
T
3
1
.
2
6

4
c)
の
ア
レ
ン
ジ
で
あ
り
、
他
の
漢
訳
に
は
存
在
し

な
い
真
諦
訳
の
み
の
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
『法
華
玄
論
』

一
乗
義
に
お
い
て
は
、

此
猶
是
三
種
佛
性
義
耳
。
乗
縁
謂
引
出
佛
性
即
了
因
也
。
乗
體
謂
因
佛
性
。

乗
果
謂
果
佛
性
。
(
T
3
4
.
3
9
1

a)

と
、
「乗

の
三
義
」
に

「三
種
仏
性
義
」
を
組
み
合
わ
せ
た
説
が
見
ら

れ
る
。
上

の

「引
出
佛
性
」
等

の

「三
種
佛
性
義
」
と
は
、
2
に
既
出

の
真
諦
訳

『仏
性
論
』
に
見
え
る
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『仏
性
論
』

に
お
い
て
仏
性
の
体
を
説
き
、

三
種
者
、
所
謂

三
因

三
種
佛
性

。
三
因
者
。

一
應
得
因
。

二
加
行

因
。
三
圓

漏
因
。
應
得
因
者

。
二
空
所

現
真
如
。
由
此
空
故
。
應
得
菩
提
心
。
及
加
行
等
。

乃
至
道
後
法
身
。
故
稱
應

得

。
加
行
因
者

。
謂
菩

提
心
。
由
此

心
故
。
能
得

三
十
七
品
。
十
地
十
波
羅
蜜
。
助
道
之
法
。
乃
至
道
後
法
身
。
是
名
加
行
因
。

圓
滿

因
者
。
即
是
加
行
。
由

加
行

故
。
得

因
圓
滿

。
及
果
圓
滿

。

…

三
種

佛
性

者
、
應

得
因
中

具
有

三
性

、

一
住

自
性
性
、

二
引
出
性
、
三
至

得
性
。

(
T
3
1
.
7
9

4
a
、
下
線
筆
者
)

と

あ

り

、

こ

こ
で

「
三
種

仏

性

」

は

「
三

因

仏

性

」

中

の

「
応

得

因

」

に

含

ま

れ

る
も

の

と

し

て

示

さ

れ

る

が

、

内

容

的

に

見

て

「
三

因

仏

性

」
・
「
三
種

仏

性

」

は
枠

組

み

と

し

て

同
様

の
も

の
と

見

ら

れ

(
T
3
1
.

7
95
・
8
0
8
b
・
8
0
8
c

等
)
、

ま

た

上

述

の

『
摂

大

乗

論

釈

』

に

お

け

る

「乗

」

の
三

義

(性

・
行

・
果
)

と

も

合

致

す

る
も

の
と

思

わ

れ

る
。

す

な

わ

ち

吉

蔵

『
法

華

玄

論

』

一
乗

義

の
記

述

は
、

『
仏

性

論

』

に

お

け

る

三

因

仏

性

・
三

種

仏

性

な

ら

び

に

『
摂

大

乗

論

』

「
乗

の
三

義

」

を

組

み
合

わ

せ
解

釈

し

た

も

の

で

あ

り

、

こ
れ

ら

と

吉

蔵

『
仁

王
経

疏

』

の
三
種

仏

性

説

を
比

較

す

る

と

、
概

ね
内

容

が

一
致

す

る
。

四

、

吉

蔵

に

お

け

る

「
三

種

仏

性

説

」

の
位

置

づ

け

ま

た

「乗

の
三

義

」

と

「
三

種

仏

性

」

を
組

み
合

わ

せ
た

吉

蔵

『
十

二
門
論

疏

』

の
以
下

の
記
述

は

注

書

さ

れ

る
。

撮
大
乗
論
明
、
乗
有
三
。

一
者
性

乗
謂
真
如
。

二
随
乗
即
萬
行
。

三
得
乗

謂

佛
果
。
此
三
猶

一
體
、
但
約
時
故

分

三
。

即
是

三
種
佛
性
義
。
性
乗

謂
自

性
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住
佛
性
。
随
乗
謂
引
出
佛
性
。
修
於
萬
行
引
出
因
中
佛
性
。
三
果
乗
則
果
徳

佛
性
。
此
三
佛
性
、
繹
涅
槃
纒
甚
精
。
是
故
浬
葉
経
、
或
時
明
佛
性
是
果
、

或
時
明
是
因
、
或
明
佛
性
是
空
。
此
論
正
繹
於
空
。
則
是
繹
根
本
佛
性
。
故

浬
築
云
、佛
性
者
名
為

一
乗
。
今
既
繹

一
乗
即
繹
佛
性
。
問
、三
論
但
明
空
義
。

正
可
繹
於
大
品
、
云
何
解
佛
性

一
乗
。
答
、
三
論
通
申
大
小
二
教
。
則
大
乗

之
義
悉
在
其
中
。
豊
不
明
一
乗
佛
性
。
(
T
4
2
.
1
7
7
a
-

b)

こ
こ
で
は

〈空
〉
を
基
盤
と
す
る
と
き

「乗
」
と

「仏
性
」
と
が
リ

ン
ク
す
る
こ
と
、
そ
し
て
三
論
も
こ
の

一

乗
仏
性
」
を
明
か
し
て
い

る
と
説
く
流
れ
と
な

っ
て
お
り
、
「
一
乗
」
と

「仏
性
」
の
三
に
し
て
一
、

一
に
し
て
三
の
相
即
関
係
を
簡
潔
に
示
す
こ
と
を
通
じ
三
論
が

『
涅
槃

経
』
同
様
「
一
乗
仏
性
」
を
説
く
こ
と
を
示
す
趣
旨
が
明
ら
か
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
吉
蔵
に
お
け
る

「三
種
仏
性
説
」
(あ
る
い
は

「乗
の
三
義
」)

は
、

一
面

に
お
い
て
三
論
あ
る
い
は
そ
れ
が
依
拠
す
る

『般
若
経
』
が

「
一乗
仏
性
」
を
説
く
こ
と
を
根
拠
づ
け
る
役
割
を
担

っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な

ろ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
吉
蔵
が
般
若
経
典

『仁
王
般
若
経
』
二
諦
品

を
、
「如
」
に
し
て

「不

一
不

二
」
の

「性
般
若
」
(同
3
4
2
b)
す
な
わ

ち

「般
若
の
真
性
」
(
T
8
.
8
2
9
b
)

を
説
く
も
の
と
把
握
し

つ
つ
、
そ
れ

に
対
し

「三
種
仏
性
説
」
の
形
式
を
も
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
か
ら
、
こ

の

『仁

王
経
疏
』

「三
種
仏
性
説
」
に
、
般
若
と
仏
性
を
結
合
さ
せ
る

と
い
う
吉
蔵
の
根
本
的
意
図
を
見
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

ま
と
め

吉
蔵

の
初
期
著
作

『仁
王
経
疏
』
二
諦
品
釈
に
お
い
て
は

「現
常
」

「当
常
」
「了
因
」
の
名
書
に
よ
る

「三
種
仏
性
説
」
が
見
ら
れ
、
そ
の

源
泉
と
し
て

『
涅
槃
経
』
師
子
吼
菩
薩
品
と
並
ん
で

『仏
性
論
』
『摂

大
乗
論
釈
』
等
真
諦
の
論
書
を
想
定
し
う
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
吉
蔵

に
お
け
る
真
諦
の
影
響
に
つ
い
て
は
従
来
指
摘

さ
れ
て
い
た
が
、
本
論

の
考
察
も
そ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
『
十
二
門
論

疏
』
等

の
記
述
に
依
れ
ぼ
、
「三
種
仏
性
説
」

に
は

『般
若
経
』
な
い

し
三
論
が

「
一
乗
仏
性
」
を
説
く
こ
と
の
経
証

の
機
能
を
担
う
側
面
が

見
ら
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
き
、
般
若
経
典
に
仏
性
解
釈
を

施
し
た
吉
蔵

『仁
王
経
疏
』
の

「三
種
仏
性
説

」
に
は
般
若
と
仏
性
を

融
合
す
る
と
い
う
吉
蔵
の
根
本
動
機
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(紙
幅
に
制
限
が
あ
る
た
め
注
は
省
略
す
る
が
、
た
だ
以
下
の
点
の
み
付
記

し
た
い
。
天
台
も

「三
因
仏
性
」
を
説
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
内

容
は
①
正
因
仏
性

(仏
性
の
理
)
②
了
因
仏
性

(仏
性
を
開
発
す
る
智
慧
)

③
縁
因
仏
性

(そ
の
開
発
を
資
助
す
る
修
行
)
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
吉
蔵

の
三
種
仏
性
説
に
お
い
て
は

「了
因
」
に
収
め
ら
れ
て
い
た

「智
慧
」
と

「修
行
」
を
二
つ
に
開
い
た
上
で

「果
」
は
説
か
ず
、
吉
蔵
の
示
し
た
三
範

疇
と
は
異
質
の
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。)

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉

『
仁
王
般
若
経
疏
』
、

三
種
仏
性
説
、
般
若
と
仏

性

の
融
合

(東
京
大
学
大
学
院
)

吉
蔵

『
仁
王
経
疏
』

に

つ
い
て

(小

菅

)

五
七
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(184) Abstracts

plained bija as the essence of discipline based ona Mahayana text, namely 
the Mahayanasamgraha. 

108. On the Threefold Classification in Jizang's Renwang bore jingshu 

Yoko KOSUGA

Jizang(吉 蔵), in his Renwang bore jingshu(『 仁 王 般 若 経 疏 』), proposed a

new theory about Buddhadhatu(仏 性)which asserted the three kinds of Bud-

dhatva, i.e. xianchang-foxing(現 常 仏 性), dangchang-fbxing(当 常 仏 性), and li-

aoyin-foxing(了 因 仏 性). His aim seems to combine the idea of Prajna(般 若)

with Buddhadhatu. The source of his new theory, I suppose, can be found in

the Foxing lun(『 仏 性 論 』)and She dacheng lunshi(『 摂 大 乗 論 釈 』)of Zhendi

(Paramartha真 諦), as well as the Shizihou pusa pin 師 子 吼 菩 薩 品, a chapter

of the Mahaparinirvana-sutra(『 浬槃 経 』).

109. The Bodhisattva Precepts in Xuanzang's Translation of the Pusajie 

jiemo wen 

Makoto YOSHIMURA 

The Pusajie jiemo wen was translated by Xuanzang in 649. Although it is 

widely thought to have been produced from the Bodhisattavabumi of the Yo-

gacarabhumi, this is not strictly true. The Pusajie jiemo wen was a reorga-
nized text of the Yogacarabhumi. The text was reorganized in order to use it 

in the actual ritual of receiving the precepts. 

Xuanzang held great interest in the bodhisattva precepts. When he visited 

India, he entreated his master, Silabhadra, to give the precepts to him, 

though he had already received them in China. It is likely that the reorga-

nized ritual in the Pusajie jiemo wen reflects Xuanzang's experience in In-

dia. 

Upon his return to China, he often gave the bodhisattva precepts to the 

ministers of the Tang dynasty. Xuanzang believed that it would help increase 

their support towards Buddhism.
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